
査定結果の理由等

　事業内容及び要求額が妥当であると判断した。
○本事業への一般会計繰出金：なし

① ② 増減（②-①） ③ 増減（③-②）

2,838,890 千円 2,838,890 千円 -　 2,838,890 千円 -　 

ＫＰＩ 受益者など(見込) 患者数（入院・外来）：538,100 人 対象1人あたり 5,275 円

担当課室要求額 財政担当査定額 市長査定額

2,817 円

№03

担当課室 市民病院管理課 事業名 新病棟建設事業 事業区分 投資的事業

対象1人あたり

事業概要

　急性期医療を提供する市民病院として、尾張西部地域に高度な医療を提供するため「ハイブリッド手術
室」、「緩和ケア病棟」等の設置を目的とし、病棟を建設する。

マニフェスト 7　市民病院を核とした医療体制をさらに充実します

査定結果の理由等

　事業内容及び要求額が妥当であると判断した。
○本事業への一般会計繰出金：272,051千円
　(企業債償還元金負担金272,051千円)

ＫＰＩ 受益者など(見込) 患者数（入院・外来）：538,100 人

① ② 増減（②-①） ③ 増減（③-②）

1,515,933 千円 1,515,933 千円 -　 1,515,933 千円 -　 

受益者など(見込)ＫＰＩ

事業概要

　急性期医療を提供する市民病院として、尾張西部地域に継続的に安定した医療を提供するために必要な設
備、医療機器等の整備、維持管理を行う。
※新病棟建設工事は除く。

マニフェスト 7　市民病院を核とした医療体制をさらに充実します

担当課室要求額 財政担当査定額 市長査定額

円

№02

担当課室 市民病院管理課 事業名 市民病院資本的支出 事業区分 投資的事業

査定結果の理由等

　事業内容及び要求額が妥当であると判断した。
○本事業への一般会計繰出金：1,190,804千円
　(企業債利息114,121千円、研究研修費30,749千円、基礎年金拠出金178,649千円、救急医療確保259,291千円、
高度医療123,722千円、特殊医療46,791千円、周産期医療120,554千円、小児医療6,740千円、保健衛生行政事務
57,551千円、追加費用の負担47,693千円、リハビリテーション医療64,941千円、結核医療73,868千円、感染症医
療1,126千円、児童手当等の特例給付41,112千円、院内保育所の運営23,896千円)

対象1人あたり 36,764患者数（入院・外来）：538,100 人

事業区分 その他事業

事業概要

　急性期医療を提供する市民病院として、尾張西部地域に継続的に安定した医療を提供する。

マニフェスト 7　市民病院を核とした医療体制をさらに充実します

19,783,200 千円 -　 19,783,200 千円 19,783,200 千円 -　 

29 （病院事業部）

№01

担当課室 市民病院管理課 事業名 市民病院事業費用

担当課室要求額 財政担当査定額 市長査定額

予算編成過程・ＫＰＩの公開

① ② 増減（②-①） ③ 増減（③-②）

1



その他事業

木曽川市民病院 業務課 事業名 木曽川市民病院資本的支出 事業区分 投資的事業

事業概要

　医療行為を行ううえで必要となる医療器械備品を購入し効率的で質の高い医療を提供する。また、安全で
安心な環境で治療行為が行えるよう計画的に施設や設備の環境整備を行う。

対象1人あたり 29,991 円

査定結果の理由等

　事業内容及び要求額が妥当であると判断した。
○本事業への一般会計繰出金：215,884千円
　(企業債利息9,193千円、研究研修費2,672千円、基礎年金拠出金25,146千円、救急医療確保33,774千
円、高度医療7,127千円、特殊医療36,184千円、保健衛生行政事務27,841千円、追加費用の負担6,589
千円、リハビリテーション医療60,764千円、児童手当等の特例給付6,594千円)

2,309,317 2,309,317 千円 -　 

29
№04

担当課室 木曽川市民病院 業務課 事業名 木曽川市民病院事業費用 事業区分

（病院事業部）

① ② 増減（②-①） ③ 増減（③-②）

患者数(入院・外来)：77,000 人

患者数(入院・外来)：77,000 人

ＫＰＩ 受益者など(見込)

査定結果の理由等

　事業内容及び要求額が妥当であると判断した。
○本事業への一般会計繰出金：29,457千円
　(企業債償還元金負担金29,457千円)

94,785 千円 94,785 千円 -　 94,785 千円 -　 

ＫＰＩ 受益者など(見込) 対象1人あたり 円1,230

№06

担当課室 木曽川市民病院 業務課 事業名 自家発電機取替工事 事業区分 投資的事業

事業概要

　一宮市民病院等の後方支援病院として、大規模災害の際でも継続的に医療を提供することができるように
するため、自家発電機の使用時間を4時間から3日間連続使用ができるように改修工事を実施する。
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担当課室要求額 財政担当査定額 市長査定額

① ② 増減（②-①） ③ 増減（③-②）

対象1人あたり 1,532 円

査定結果の理由等

　要求段階においては、工事費200,000千円、建設改良費分として一般会計繰出金を100,000千円の要
求であったが、市全体の予算規模を踏まえて一旦保留した。工事費については精査の結果、118,031千
円に減額となった。また、資金調達方法について検討した結果、100,000千円を企業債として借り入
れ、後年度その償還の元利償還金の1/2を一般会計繰出金として歳出することとし、本事業を計上し
た。
○本事業への一般会計繰出金：なし

ＫＰＩ 受益者など(見込)

200,000 千円 118,031 千円 △81,969 千円 118,031 千円 -　 

患者数(入院・外来)：77,000 人

予算編成過程・ＫＰＩの公開

マニフェスト 7　市民病院を核とした医療体制をさらに充実します

担当課室要求額 財政担当査定額 市長査定額

① ② 増減（②-①） ③ 増減（③-②）

№05

担当課室

千円 2,309,317 千円 -　 

事業概要

　一宮市民病院等の後方支援病院として、継続的に安定した質の高い医療を提供する。

マニフェスト 7　市民病院を核とした医療体制をさらに充実します

担当課室要求額 財政担当査定額 市長査定額
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